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遠藤トクさん遠藤トクさん
県芸文協の功労者表彰を受賞県芸文協の功労者表彰を受賞

　県芸術文化協会（柴田和子会長）の24年度表
彰式が５月24日、盛岡市内で行われ長年本県の
芸術文化の向上に尽くされた22人を表彰、その
お一人に本町の遠藤トクさん（89歳・田子）が選
ばれました。遠藤さんは町文化協会や葛巻俳句
会の役員、指導者として俳句や後継者育成に尽
力、地域の芸術文化の普及・振興に貢献されまし
た。
　遠藤さんは「生活の喜びや悲しみ、心の起伏が、
たった17字の俳句で癒やされ、私は俳句を続け
ることができました。難しく考えず、自分の心
を表現するだけです。皆さんも俳句をやってみ
ませんか」と俳句の魅力を伝えます。

引
ひき

田
た

喜
よし

德
のり

さん
県体協の功労賞を受賞

　(財)県体育協会（達増拓也会長）の23年度表
彰式が５月22日、盛岡市内で行われ引田喜德さ
ん（69歳・大明神）が地域スポーツ振興発展に
対する長年の功績が認められ功労賞を受賞しま
した（市町村体協21人、競技団体・学校体育関
係18人が受賞）。引田さんは町の体育指導委員
を30年間務め、また町体育協会役員、スポーツ
少年団本部役員として、青少年の健全育成に尽
力されました。
　「県内のいろいろなスポーツに関係する方々
と一緒にいただき大変恐縮しています。高齢者
の方々のスポーツも大事にしてお互い、自分も
一緒に健康のためにこれからも楽しんでいきた
い」と引田さんは笑顔で話しました。
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清
水
野
ナ
ヨ
さ
ん
（
江
刈
馬
淵
）
は
６
月
15
日
、
め
で
た
く
満
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
鈴
木
重
男
町
長
は
、
ナ
ヨ
さ
ん
が
現
在
入

所
し
て
い
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
す
み
れ
荘
」
へ
お
祝

い
に
駆
け
付
け
「
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お

祝
い
金
や
花
束
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。
家
族
が
見
守
る
中
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
ナ
ヨ
さ
ん
は
に
っ
こ
り
笑
顔
で
こ
た
え
ま
し
た
。

　

明
治
45
年
生
ま
れ
で
、
子
ど
も
４
人
、
孫
３
人
、
ひ
孫
６
人
に
恵
ま
れ

た
ナ
ヨ
さ
ん
。
施
設
の
中
で
は
車
い
す
で
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
好
き
嫌

い
な
く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。「
今
日
は
う
れ
し
す

ぎ
て
何
に
も
し
ゃ
べ
れ
ま
せ
ん
。
幸
せ
で
す
」
と
喜
び
ま
し
た
。

町内の
100歳以上は
５人に！

土谷商店

至岩手町

至一戸町

至久慈市

至岩泉町

小倉商店

丸健商店

森のそば屋

至九戸

くずまき
まちの駅

柴田会長から表彰を受ける遠藤さん㊨

受賞者と記念撮影（２列目左が引田さん）

全員が女性

北
きた

中
なか

城
ぐすく

村
そん

議会の皆さんが来町

葛
巻
町
内
を
ご
案
内
し
ま
す

観
光
ナ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
５
カ
所
設
置

　

本
町
の
姉
妹
町
村
で
あ
る
沖
縄

県
北
中
城
村
か
ら
北
中
城
村
議
会

（
花
崎
為
継
議
長
・
議
員
14
人
）
の

議
員
の
皆
さ
ん
が
６
月
25
日
か
ら

27
日
ま
で
の
３
日
間
、
本
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

25
日
の
夜
、
本
町
議
会
（
中
崎

和
久
議
長
・
議
員
10
人
）
主
催
の

歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
議
員
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
北
中
城
村
と
の
交
流
を

深
め
て
き
た
町
民
ら
70
人
が
参
加
。

開
会
に
先
立
ち
地
元
葛
巻
さ
ん
さ

踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
、
歓
迎

の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

北
中
城
村
の
花
崎
議
長
は
、「
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

北
中
城
村
で
は
、
支
援
と
か
大
き
い

こ
と
で
は
な
く
〝
寄
り
添
い
た
い
〞。

で
き
る
こ
と
を
ず
っ
と
長
い
間
続
け

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
の
中
で

震
災
に
対
す
る
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

翌
26
日
は
、
鈴
木
重
男
町
長
と
中

村
哲
雄
前
町
長
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
説
明
。
そ
の
あ
と
上
外
川
の
風

力
発
電
施
設
や
ワ
イ
ン
工
場
な
ど
を

案
内
し
ま
し
た
。
最
終
日
の
27
日
は
、

被
災
さ
れ
た
沿
岸
の
山
田
町
な
ど
へ

中
崎
議
長
が
案
内
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
の
篤
志
家
・
故
上
原
清
善

さ
ん
の
橋
渡
し
に
よ
り
、
平
成
元
年

に
北
中
城
村
と
姉
妹
町
村
盟
約
を
締

結
。
以
来
、
中
学
生
な
ど
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
交
流
を
深
め
、
現
在
は

学
校
給
食
の
食
材
交
流
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

役場庁舎前で記念撮影

歓迎会で歓迎の舞を披露する葛巻さ
んさ踊り保存会の皆さん

　

町
は
、
増
加
し
て
い
る
町
内
の
観
光
施

設
な
ど
を
訪
れ
る
方
々
に
対
応
す
る
た
め
、

５
カ
所
に
観
光
ナ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

今
回
設
置
を
お
願
い
し
た
の
は
、
土
谷

商
店
（
元
木
）、
小
倉
商
店
（
冬
部
）、
ま

ち
の
駅
く
ず
ま
き
（
新
町
）、
森
の
そ
ば

屋
（
江
刈
川
）、
丸
健
商
店
（
小
苗
代
）

で
い
ず
れ
も
商
店
な
ど
、
日
中
い
つ
で
も

来
町
者
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ

で
、
目
印
は
青
い
の
ぼ
り
旗
で
す
。
今
後
、

設
置
場
所
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
町
を
訪
れ
る
視
察
団
体
な
ど
は
、
事

前
に
予
約
を
受
け
町
の
職
員
が
案
内
し
て

い
ま
す
が
、
休
日
な
ど
個
人
で
観
光
施
設

を
訪
れ
る
方
々
か
ら
「
道
が
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
声
が
町
内
の
商
店
な
ど
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

観
光
ナ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
町
で
作

成
し
た
観
光
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

に
よ
り
道
案
内
を
す
る
ほ
か
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
常
備
し
て
い
ま
す
。 「おでゃってくなんせ」と土谷商店の土

谷勝子さん㊧と美保子さん

お祝いに駆け付けた親族の皆さんと記念撮影


